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1 はじめに 

昨年、第二種電気工事士免状を取得した我々は[1]、電気を扱う職務に活かすだけでなく、学生の資格取得

支援となる技能講習会の開催を立案した。その審議において、研究室レベルでの実験装置開発と設置・配線

施工の安全性を向上させるために、より身近な場所に専門資格を持った技術職員がいて指導に当たる事が必

要、との工学部長の要望があった。特別の予算立てを受けて、資格取得を希望した技術部職員対象の技能試

験対策講習会を実施した。その概要と成果、今後の取組みについて報告する。 

2 第二種電気工事士について 

「第二種電気工事士」は、電気工事士法で定められた、低圧（DC750V 以下，AC600V 以下）の電圧を受

電する場所での配線、一般用電気工作物の設置・変更に従事する為の国家資格である。その試験は、筆記と

技能（実技）に分かれ、筆記合格者のみ技能試験へ進む事が出来る。受験機会は年に 1 度（上期・下期の択

一）で、最終合格率は 44.1% (平成 23 年度上期)である[2]。毎年 10 万人が受験志願する電気技術者の登竜門

的な資格であり、受験費用は 1 万円程だが、技能試験の為の工具、練習用部材等を一通り揃える必要がある

ので、一から始める資格取得には 5 万円ほどかかる。 

3 技能講習会の概要 

技能試験では、年度初めに公表される候補問題 13 題中の 1 題が施工条件を定めて出題され、その回路を

40 分以内に完成させなければならない。設問の回路図から、施工設計図にあたる複線図を起して施工し、ミ

スがないかの確認までを時間内で落ち着いて済ませるには、十分な練習が不可欠である。無資格施工の助長

をしないため、講習会受講は、本年度の受験申込をした者のみとした。実施内容は表 1のとおり。 

表 1. 実施した講習会（平成 24年度） 

日時 実施した講習 

4 月 6 日   9:00～17:00 技能講習会 （第 1回） 

4 月 13日  9:00～12:00  技能講習会 （第 2回） 

4 月 17日  9:00～12:00 筆記試験アドバイス講座 

4 月 20日  9:00～12:00 技能講習会 （第 3回） 

4 月 27日  9:00～12:00 技能講習会 （第 4回） 

6 月 8 日   9:00～12:00 技能講習会 （第 5回） 

6 月 15日  9:30～12:00 欠席者向け補講 （技能講習会） ※他日程でも数回実施 

7 月 20日 10:00～12:00 技能試験模試 
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3.1 資格取得の支援体制 

技術部に電気工事士を増やすという学部長の方針により、工具一式および工事用部材（各 5セット）、電線

や接続部品等の消耗品、教材 DVD についての予算が付いた結果、受験者は受験費用の自己負担のみで済んだ。 

3.2 技能講習会 

技能講習会は、公表問題 13 題を全て一回ずつ製作して貰った。工具の使い方、部材の組み付け方、ケーブ

ルの結線方法等を各問題毎に指導し、1 題出来上がる毎に作品の正誤確認と改善点の指導を行った。 

電気が専門外の職員も複数いたので、講習会は筆記試験日よりも前に開始し、電気工事の実際のイメージ

を掴んで貰う事から入った。しかし、筆記試験合格が技能試験受験の絶対条件なので、技能については一度

中断して筆記試験の学習を優先する時期を設け、筆記試験終了後に再開した。どの受講生も、後半には各々

取り組む事が出来るようになったが、誤配線や施工条件ミス、時間不足等の問題解消には自主練習が必要で

ある事を強調し、いつでも自分で練習出来る環境を整えておいた。 

3.3 筆記試験アドバイス講座 

電気が専門ではない受講生の為に、電気理論の基礎的な考え方を中心としたアドバイス講座を行った。筆

記試験対策には過去問題の繰り返し学習が一番だが、計算問題は暗記では解けないので、試験問題の出題傾

向に沿った基礎理論と計算方法を中心に説明した。 

3.4 技能試験模試 

技能試験では、「あがり」や不安から施工ミスをしやすい。そこで、昨年の受験体験に基づいた試験当日の

一連の流れを含めた「技術部技能試験模試」を本番 1週間前に実施した（図 1）。本番と同様の会場設定、 

事前説明、部材確認作業、想定問題用紙を用意した。この模試の経験によって、一発勝負の技能試験でも心

理的余裕が出来たらしく「模試を受けられて本当に良かった」と受講生にとても好評であった。 

   

図 1. 模試の様子   図 2. 課題を製作する職員  図 3. 模擬試験の作品 

4 実施の成果と今後の展望 

受講生 6 名は、全員見事に本年度上期で合格を果たした。これを受けて、工学部の研究室配属学生等を対象

とした「電気安全講習会」を、来る 10月 5日に実施する予定である。電気取り扱い上の諸注意、電気工事士

免状の有無による工事可否の事例明示、無資格でも可能な工事を行う場合の注意点、学内で見受けられた（衛

生管理者の巡視データを基にした）改善事例の紹介等を予定している。電気安全講習会は毎年実施して、学

部内の電気安全意識の啓蒙を行う計画である。また、技術部の電気工事士を今後の相談窓口として紹介し、

身近な場所で専門的な助言と施工確認を行える体制を整えていく。「電気の卒業なのに、工事一つ出来ない」

「電験三種取得者なので施工も出来るようになりたい」という学生の声もある。当初の企画であった学生の

資格取得支援にも繋げていきたい。 
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